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“紹介'ヲバｰバｰ博士講演会

｢日本の地質の統一的解釈をめざして｣

脇田浩二(地質部)
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昭和61年8月14目地質調査所において行われたハｰ

バｰ博士の講演会は日本列島の中生代のテクトニクス

を考える上で多くの示唆に富んでいた･以下にその概

要を紹介し講演を聞きのがした方々講演の内容を再

確認したい方々のお役に立てたいと思います.たおこ

の紹介記事のためにハｰバｰ博士から未公表を含む数多

くの資料の使用を許可していただいた･記して謝意を

表する.

1.ハｰバｰ博士について

ハｰバｰ博士(Dr,A.J.Barber)は1956年に厚ソ

ドソ大学チェルシｰカレッジを名誉学士号を授与され

て卒業たさったあとロソドソ大学の複数のカレッジで

教鞭をとってこられ現在はRoya1Ho11owayand

BedfordNewCo11egeでReaderをなさっておられま

す･その間Jouma1ofStructuralGeo1ogyの副編集

長や英国地質学会の編集長などを歴任たさっています.

専門は構造地質学でフィｰルドはイギリス国内ばかり

ではたく東南アジアに及び特にインドネシアでは島

弧一海溝系について精力的に研究なさっています.

2.日本の見聞

ハｰバｰ博士は1981年8月一10月に初来日し日

本各地のフィｰルドを｣まわり多くの研究者と交流なさ

いました工)｡1985年4月の半目の訪日を除くと今回

は2度目の長期滞在で地質調査所をはじめ多くの大学

の研究老と交流しフィｰルドで活発た議論をされまし

た･今年訪れたフィｰルドは北上山地･丹波帯･箱

根･北海道南部･飛騨帯･中央構造線である.

3.講演の内容

講演は次のテｰマについて行われた.

(1)地向斜の概念(2)浅海チャｰト･チャｰトラミナ

イトと縁海説(3)付加コンプレックス･黒地性テレｰン

と横ずれ断層(4)メラジソの起源(5)横ずれ断層テクト

ニクスの重要性(6)摺曲と衝上断層

(1)地向斜の概念

日本の研究者は現在においてさえ本州地向斜や秩父

地向斜などのように“地向斜"という用語をしほしほ使

用している(第1図)がこの“地向斜"という言葉は現

在死語となっておりその概念は通用したい.現世の

海洋の地形や構造堆積作用やテクトニクスだとの情報

は“地向斜"の概念が存在していた時代とは比べよう

もたく増大している.現世の海洋中には“地向斜"の

概念を地でゆく地域は存在Lないし地質時代の地層群

も古地磁気学だとの進展によって“地向斜"概念では解

釈できたくたってきている.このようた情勢の中でい

つまでも“地向斜"にしがみついていてはいけないので

ある.

(2)浅海チャｰトチャｰトラミナイトと縁海説

日本の中生代の地層群の解釈でしばしば用いられるの

が縁海モデルである.この縁海モデルで重要た役割を

果しているのがチャｰトの浅海成因説とチャｰトラミ

ナイトである.

1)日本について下記の論文を発表している.

�牢敲����������瑩潮�晴��捴潮楣

�漱畴楯湯���睥���渮偲�����献�

癯���㌱���

地質ニュｰス394号�



ハｰバｰ博士の講演会

一19一

目本ではチャｰトの成因についているし'GeOSWu帳

麦1㌣㍗が陸孟鴛纂･1い加舳｡帆､と､(k1杁胴､刷

るようだ縁海で形成されるはずがなく現

世の縁海でチャｰトが報告された例もた

い.現在の海洋でチャｰトが知られてい

るのは深海の海洋底だげであ/他の地域～帆･㌦(･粋り
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縁海モデルを支えているもう1つ｢チャ第1図木村(1974)に基づく

一トラミナイト｣は北上山地において観(3)付加コンプレックス黒地性テレｰンと横ずれ

察する機会を得たが私はその多くが泥質岩中に石英が断層

分結した変成岩と判断した･あるものは含礫泥岩が変よく知られているように環太平洋とくに北米西岸は

成岩とたったものも含まれている｡したがって｢チャ多くの黒地性テレｰンが付加してその地質構造が形成さ

一トラミナイト｣の存在から縁海モデルを証明することれたことが明らかにされてきている.環太平洋ばかり

もできたい.ではたくわがイギリスにおいても第2図に示すように

多くのテレｰンが識別されている.これらのテレｰン

は相互に関係(脈絡)がたい場合が多い.例えほSouth.

TH巳足R,T,Sい(ミu≡lS:へC(｡R軸A)㌧O(二μτHO心O“Sて下三映ANi三S,

NORTHεRN只､Gいしへ心､S

しAU,EN｢πへN

CP柵い

N脇G⑩ψ一〇仙刈

㎏①帖

L州s1淋(へ池a伽､Ψ

㎏(州幽山一州･

』ふ､1aい･“㈱･ポ欄M司

膨

〃G剛“加㈹OMa

�

→7δMa

･⑫

SO岬e貫N/!“⑩〕＼N

ゆい伽/穫5Sへ､〔､､い

ぬ拙側轟轟籔③り

舳1姑r

鰍燃!◇

､脈武㈹晒に

(lR師“

第2図Barber(1985)Geo1ogy

���

1987年6月号�



一20一

脇田浩二

emUp1andTerraneには径2mの花嵩岩礫が存在する

が絶対年代が2000Maを示すこの礫の後背地はイギリ

ス国内に求めることが出来ずはるか南西方ニュｰファ

ンドランドに全く同質同時代の花崩岩が知られている.

従ってSouthernUp1andTerraneは断層に沿って横

ずれをし後背地から遠く離れてしまったことがわか

る.

日本の地質構造も同様のテクトニクスで形成されたと

考えることが出来る･その重要た証拠の1つは黒瀬

川構造帯や飛騨外縁構造帯などに求めることができる･

黒瀬川構造帯は古生層グラニュライト相の変塩基性

岩(410Ma)高圧変成岩類(208-240Ma)花嵩岩類(400

Ma)浅海成たいし陸成層(UppθrJurassicCretaceous)

たどからたる.一方飛騨外縁構造帯は古生層角

閃石(400Ma)高圧変成岩(310-360Ma)浅海成ないし陸

成層(LowerJurassic-Cretaceous)たどから構成されて

いる.これら2つの構造帯はもともと1つの島弧を形

成していたと考えられがちであるが上記のようたいろ
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いろだ時代いろいろだ成因の地層･

岩石が1つの島弧ツステムで形成さ

れたものとはとても考えがたく横

ずれ断層で集められた黒地性地塊の

集合体としてのみ説明ができる.

またこれらの構造帯や中央構造線

付近にはpu11-apartbasinで形成

された手取層群(飛騨外縁構造帯)

大野川層群(黒瀬川構造帯)和泉層

群(中央構造線)たどがある.これら

pu11apartbasinの存在もこれらの

構造帯や構造線が横ずれ成分をもっ

た断層帯であったことの重要た証拠

である.このように日本の地質構

造の大きな枠組は横ずれ断層に沿

った黒地性テレｰンの付加テクトニ

クスで考えることができる.

値σ◎欄併無て㈱舳触(榊口b閥,帥)

･泌舳…1･～1綱､舳㈹㈱略紬岬･晦G脱.

騒A舳い◎1㈱㈱べ怖州榊式(･脈

砧

(岨)横ずれ断層テクトニクスの

重要性

第3図に日本周辺の各国の地質図

を参考にして作成した付加テクト

ニクスに関与したと考えられる横ず

れ断層の分布を示す.このようた横ずれ断層は斜め

沈み込みによる付加コンプレックスの地帯では重要た働

きをしている.横ずれ断層に伴って形成される構造で

従来あまり気づかれていたいが重要たものに花弁構造

(f1owerstmcture)がある.横ずれ断層に垂直な断面

を見ると第4図a,bのようだ構造を見ることができ

る.第4図aのようだ構造を見ることができる.第

4図aのように横ずれ断層の断面が逆断層とたっている

部分を正の花弁構造(positivef1owerstructure)と呼び

逆に第4図bのように正断層とたっている部分を負の花

弁構造(negativef1owerstmcture)と呼ぶ.このよう

に横ずれ断層に沿って隆起部と沈降部ができ沈降部に

はpu11-apartbasinが形成される.

(5)メランジの起源

日本の中･古生層には多くのメラソジが分布Lこれ

らは堆積作用で形成されたオリストストロｰムと解釈さ

れている.Lかし現世の海洋中にはスランプ堆積物

は知られているが黒地性の礫を含んだオリストストロ

ｰムは存在していない.そのかわり収束海域には

m{ddiapirやその地表への現われであるmudvolcano

がしばしば存在する.これらは泥質基質中に黒地性の

礫を数多く含んでおりまさにメラソジである.メラ

1987年6月号

第5図Hami1ton(1979)

ソジの現世の堆積物として確認されているのはこのmud

diapirismによるものだげである.

私は現在共同研究者とともにSumba･BandaArc地

域において収束･付加過程の研究を行っている.その

結果付加体には数多くのmudVO1Canoが存在している

ことがわかった(第5図).特に付加体が地上に露出し

ているTimorでは陸上で現在もmudvolcanoが活動

しておりTi血｡rを構成している地層にもmuddia.

pirismで形成されたメラソジが多く含まれていること

がわかった(第6図)2).

Timorのdiapiricme1angeの1つの重要な特徴は

礫の破断と基質の泥の礫への侵入である･diapirを形

成するためには高い間隙水圧が必要である.基質の泥

は礫よりも高い間隙水圧をもつことで礫を圧迫し礫は

崩壊する･そして崩壊した礫のすき間に高い間隙水圧

を有する泥が侵入する.細い割れ目には泥ではたく水

2)インドネシア東部ティモｰル地域のmuddiapirismに

ついては下記の論文淡最近A･A.P.GBu11に掲載され

た.

Barber,A･J･,Tjokrosapoetro,S･andChar1ton,T.R.
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溶液が浸み込んでいって細脈(Vein)を形成する･こ

のようにして礫には四方から泥(より細かい礫を含む)や

細脈が入り込むようた形態をもつに至る(第7図).日

本のメラソジ中の礫を観察するとやはりTimorの

diapiricme1angeに認められたものと同様に礫の破断

や四方からの泥の侵入が存在する･このようた形態は

表層の地すべりによるオリストストロｰム中では到底

形成され得たいことから日本のメラソジもMuddia-

pirismによるものとみなせる･

(6)摺曲と衝上断層

最後に摺曲と衝上断層について述べる･

衝上断層は

第6図Brown,inPress

収束域において摺由形成に密接にかかわっている.そ

の場合衝上断層はしばしば第8図のように段階状に変

位L共役の榴曲を形成する･

4.紹介者から一言

ハｰバｰ博士の講演はおよそ以上のようだ内容で

行われた.短期間で日本各地を巡ってはいるが博士

は膨大た数の日本の論文を読破し現在ではヨｰロッパ

における日本の地質研究の第一人老である､博士が日

本の地質についてその概要を適確に把握し新しい視点か

ら地質構造発達史を提唱し得たのは世界各地とくにイ

ンドネツアやカリフォルニアなど収束域での長年の研究
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第8図Dah1strome(1970)

bra一ηchlin巴

の積み重ねと深い洞察力によるものと思われる.

メラソジやチャｰトの成因についての述懐からわかる

ように徹底Lた斉一主義の立場をとっている･また細

かい点には目をつぶり一刀両断のもとに日本の地質を料

理しているがこのようた楽観主義も日本の地質屋が見

たらうべき事のように感じた.

｢良いと思う説はちゅうちょたく採用し昨日までの

自説も変えればいい･｣というハｰバｰ博士にとっては

付加テクトニクスは当たり前で一都にでも“地向斜"

が生きている日本の状況は驚くべきことであった.ハ

ｰバｰ博士の今回の講演は当地質調査所としても考え

させられることが数多く含まれていたように思われる.

講演内容については紹介者の誤解によって一部間違

えて紹介しているかも知れたい･公表されているハｰ

バｰ博士の論文や他の引用文献を参照してほしい･挿

図については博士の許可を得て手書の図のまま掲載L

ているが転載･引用される方はハｰバｰ博士に間い合

わせるようお願いいたします.

鉱産資源の保護一中国の場合

=岸本文男

中国地質報(1986.8.4)によると村落集団個人が経営

する鉱山は一般には埋蔵量が少ないものが多い.中国の統

計によると全国の村落経営の小型炭鉱における坑井稼働率は

20%前後にすぎたい.また貴州省の鋸廠鉱区では農民が

1tの高品位アノレミナ鉱石を掘出すのに6たいし7tの鉱量を

減少させその採掘実収率はわずか15-20%である.彼等は

高品位鉱を掘って低品位鉱を捨て掘りやすい鉱石を掘って掘

りにくい鉱石を捨てそのために鉱物資源が大量に浪費され

或いは大量に破壊されているのである.或る鉱物資源を採掘

し選鉱する場合に一つの鉱種だけを考えそのため採掘や

選鉱に当ってそれ以外の鉱種や有用成分を配慮せず時には数

種の貴重た資源を捨て総合利用を考えたいといったことも起

こっているようであるがこれも大きな問題の一つである.

中国が昨年10月1日に施行した“鉱産資源法"はr村落･

集団鉱山企業と個人採鉱においては技術水準を高め鉱産資

源の回収率を高め浪費を禁じ鉱産資源の浪費j'破壊を禁止

Lなけれほならない｣と規定しまたr本法の規定に違反し

破壊的な採掘法を採用して鉱産資源を採掘し鉱産資源に重大

た破壊をもたらした場合は責任をもって損失を賠償せしめ

罰金を課する.状況が重大た場合には採鉱許可証を没収す

る事ができる｣とも規定しているが鉱産資源の保護は各地で

の実例からすると指導さえ適切であれば決して小鉱山に対

する無理た要求ではないと思われる.たとえば湖北省の当

陽県と四川省の栄昌県の農民は炭丈O.2-O.35mという非常に

薄い炭層の採掘に当って採掘実収率90%以上という成績を挙

げているし山東省招遠県全県下の村落経営の小型金鉱山での

金選鉱実収率は92･7晩に達しているのである.

これらの実例が問題点を説明しているように一見える.上記

の中国地質報は｢全局面を考えていれば鉱産資源の利用水準

を高めることができるのである｣と断定している.

ともあれ中国の農村の経済構造が大きく変化し始めたこの

時期ますます多くの農民が鉱業開発に参加し村落経営の小

型鉱山が長期にわたって瀞輝として発展する傾向を示しつつあ

る.

このようた状況はすでに探査･把握済みの鉱産資源に対す

の消耗を非常に欠きたものにする.中国の大地は広く鉱物

資源は豊富であるカミ人秘探査し把握できる鉱量はいつも大

きいとは限らずいわんや村落経営の小型鉱山の採掘に供され

る浅部賦存･近距離･高品位･採掘容易という条件を備えた鉱

量には限りがあろう.膨大た農民大衆がこの状況を認識し

即刻鉱産資源を保護する問題を深く見抜いて奮起する必要があ

るように見受ける.乱掘は豊かな鉱物資源を駄目にし中国

地質報の呉記者が言うr子孫末代まで禍根を残すことになる｣

はずである.
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